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(2) 主要部分 (例えば peak位置 qm｡Ⅹ)
(3) q～ 0部分
に対応し,界面の統計量と以下のように関係づけられる｡ order,parameterを










































と,いずれにしてもqM≪ qc- qpであるが,すべて同じ特性長 ｢平均半径｣でスケイルされる
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自己相似性をもつ界面の運動
ことがわかるo ¢～0･5の自己相補的な界面系では明らかに qM～ qcであるが,qpとの大小関
係はいずれの場合も考えられる｡ 例えば, smootheningが percolationに遅れると
qc< qp
となり, Porodtail部は主要部から追い出されて q~6的な形への crossoverが起こり得る.
中間の¢の値に対する不規則な表面を持っクラスター系では,一つのクラスターの散乱関数
を(散乱ベクトルの)方向について平均 したものは適当な半径分布を持った球系に等価である
ことを示すことができる｡ したがってクラスターが球形からずれて不規則になることにより,
散乱関数のtail部の振動はさらに平均化されて収束が速くなり,ピークは鋭 くなる｡
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8. 自己相似性をもっ界面の運動
名大 ･工 豊木博泰,本田勝也
秩序変数が保存 しない系において,相転移点以下に急冷した場合の秩序形成のダイナミック
スを,界面の運動に注目して解析しようという試みがいくつか行われてきた1.) その結果は,
Kineticlsing模型の MonteCarloシミュレーション(KIM)2)による結果とよい一致を
示す｡特に太田, Jasnow,川崎のu-場理論は,KIMと同様の相関関数を導く｡しかし,
この理論では界面の運動方程式が直接扱われているわけではない｡従って,両者の関係をより
明らかにするために,界面の運動それ自体を格子上でシミュレートし,KIMの結果とくらべ
ることは有意義であろう｡ われわれは,時間的 ･空間的に離散的な界面モデルの第一歩として,
界面の複雑さが-様な場合について考察したのでそれを報告する｡ そして,その結果とKIM
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